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研究成果の概要（和文）：近江八幡市の西の湖を原産とするヨシをモデルとして、仮設建築物のデザイン、実際
的な建設、およびそのための検討を行った。
まず、ヨシの基本的な特性値（寸法および引張強度）を調査した。強度は木材や竹と同等であるが、強度・寸法
共にばらつきが大きいため使用上はその点に工夫が必要となる。
2016年はドーム型の「ヨシドーム」、2017年は水平な屋根と束ね柱からなる「ヨシパビリオン」、2018年は伝統
的なヨシ葺き工法を応用した「ヨシコクーン」の建設を行った。これらの建設を通じ、ヨシの新たな利用方法の
実践的検証を行った。建設にあたっては、構造実験・解析を行い、構造挙動の把握および安全性の検証を行って
いる。

研究成果の概要（英文）：The design of the temporary building,the practical construction, and the 
verification for it were done by making reed as a model which is produced in "Nishi-no-ko lake" in 
Omihachiman-city.
First of all, basic properties (size and tensile strength) of reed were investigated. Although the 
strength is equivalent to that of wood and bamboo, both the strength and the size vary widely, it is
 necessary to take measures in use.
In 2016, "Reed dome" which is a dome-shaped pavilion was constructed, in 2017 "Reed field" 
consisting of horizontal roofs and bundling columns, and in 2018 "Reed cocoon" in which the 
traditional reed thatching method was applied, were constructed. Through these constructions, we 
conducted a practical verification of the new usage of reed. In constructions, structural experiment
 and analysis are conducted to verify structural performance and safety.

研究分野：建築・都市デザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：ヨシの物理的・機械的性質を調査し、主構造としての積極的な利用の一手法を確立し、デザインの
事例を作成した。また、実際に仮設パビリオンを建設し、有効性を検証するとともに多くの来場者にヨシで作ら
れた空間を体験してもらい様々な意見を得た。
社会的意義：ヨシ産業の衰退により利用頻度が少なくなっていたヨシの新たな利用方法を示した。ヨシの積極的
利用を促すことは、今後のヨシ原の維持管理の促進、ならびにヨシ原の環境・景観の再生により、地域観光資源
としての活性化を促すことに繋がり得る。今後の近江八幡の観光開発、発西の湖周回路やその拠点の整備に向
け、地元素材であるヨシの役割が強く認識され期待されている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

国内の多くの中山間地域において、伐期を迎えながらも適切な間伐が施され人工樹林、放置
竹林の拡大による周辺里山の環境破壊、湿地帯や湖岸における利用されなくなったヨシ（ヨシ）
原の繁茂が水質環境の悪化を招くなど、かつては中山間地域の人々の生活や地域の産業を支え
てきた植物資源が、現在、地域の生活に悪影響を及ぼしている状況が見られる。特に、琵琶湖
を有する滋賀県の湖岸の多くの地域では、野放し状態のヨシ原の繁茂が大きな問題となってい
る。 

湖岸に整然と広がるヨシ原の様子は、琵琶湖岸の情景を代表する景観であり、中でも滋賀県
近江八幡市の西の湖は近江八景と呼ばれ、美しいヨシ原が広がる観光スポットである。また、
近江八幡市は湖岸に自生するヨシを古くから生活の日用品や地元産業、例えば葭簀（よしず）
やヨシ葺き屋根などが盛んに用いられてきたヨシの一大産地でもある。しかし、現在はそうい
った生活習慣・産業が衰退し、ヨシの利用が大きく減少する中で、琵琶湖岸に氾濫するヨシ原
が環境の保全に深刻な影響を生じている。また、ヨシは成長力が非常に強く、湖岸から湖が見
えなくなるほどに繁茂し、西の湖のかつての景観が失われた状態となっている。 

以上のような状況から、ヨシや竹のように管理不全の状態にある植物資源を有効活用するこ
とは、地域生活や環境保全にとって必要であるだけでなく、景観や観光資源の再生にとっても
極めて重要な課題であると言える。 

 
２．研究の目的 
 

本研究では、上述した近江八幡市の西の湖を景観改善や観光再生をモデルとし、ヨシを中心
とし、竹材や間伐材などの地域で容易に入手が可能な材料を用いた仮設の建築物の設計および
施工方法を開発し、観光活性化に有効活用する方法を提案することを目的とする。軽量かつ中
型のイベントスペース程度の規模を持つ仮設建築物について、設計・施工方法を意匠デザイン
のみならず構造・材料学的な面からも検討する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）ヨシの建築材としての利用方法の開発 

ヨシを建築材として利用するにあたっては、構造強度、耐久性、採取可能な寸法およびそれ
らのばらつきを調査する必要がある。また、どのような接着剤や資材を使って、ヨシ同士を結
合し、竹と結び付けるかなど、有効な方法の開発を行う。また、ヨシや竹のチップ化や合板製
品化の可能性についても検討する。 

 
（２）実大モデルの設計・制作と観光資源としての評価 
 実際に 20～30 人程度が中に入ることのでき、簡単なイベントや展示が可能な実大モデルの設
計・制作を行う。制作を通じ、施工性の確認や景観との整合、建物の剛性や強度が想定通り確
保できるか等の検証を行うことができる。また、実際に多くの人に見てもらうことで、これら
の材料を使った建築やアートの新たな用途やニーズの発見、多くの意見の収集を行う事が期待
できる。 
 
４．研究成果 
 
近江八幡市の西の湖を原産とするヨシをモデルとして、仮設建築物のデザイン、実際的な建

設、およびそのための検討を行った。 
まず、ヨシの基本的な特性値（寸法および引張強度）を調査した。強度は木材や竹と同等で

あるが、強度・寸法共にばらつきが大きいため使用上はその点に工夫が必要となる。 
2016 年はドーム型の「ヨシドーム」、2017 年は水平な屋根と束ね柱からなる「ヨシパビリオ

ン」、2018 年は伝統的なヨシ葺き工法を応用した「ヨシコクーン」の建設を行った。これらの
建設を通じ、ヨシの新たな利用方法の実践的検証を行った。建設にあたっては、構造実験・解
析を行い、構造挙動の把握および安全性の検証を行っている。 

本研究の成果は、以下の学術的意義、社会的意義を有すると考える。 
まず、学術的意義として、（１）ヨシの寸法や強度についても調査を行い、分布および統計値

を示したこと（２）ヨシの主構造としての積極的な利用の一手法を確立し、デザインの事例を
作成したこと（３）それらの結果を踏まえ、実際に仮設パビリオンを建設し、有効性を検証す
るとともに多くの来場者にヨシで作られた空間を体験してもらい様々な意見を得たこと、があ
げられる。 
社会的意義として、ヨシ産業の衰退により利用頻度が少なくなっていたヨシの新たな利用方

法を示したことがあげられる。ヨシの積極的利用を促すことは、今後のヨシ原の維持管理の促
進、ならびにヨシ原の環境・景観の再生により、地域観光資源としての活性化を促すことが期
待できる。 
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